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［ 会 期 日 程 ］
３月５日（月）　本会議
３月６日（火）　（議案熟考のため休会）
３月７日（水）　常任委員会
３月８日（木）　（議事整理のため休会）
３月９日（金）　本会議（一般質問１日目）
３月１０日（土）　（休会）
３月１１日（日）　（休会）
３月１２日（月）　本会議（一般質問２日目）
３月１３日（火）　予算特別委員会
３月１４日（水）　予算特別委員会
３月１５日（木）　予算特別委員会
３月１６日（金）　（議事整理のため休会）
３月１７日（土）　（休会）
３月１８日（日）　（休会）
３月１９日（月）　本会議

　平成２４年第１回平川市議会定例会は、３月５日から１９日までの１５日間を会期として開催

されました。

　本定例会では、平成２４年度一般会計などの予算案（２４件）を審査するために議員全員で

構成する予算特別委員会が設置され、委員長に齋藤　剛委員、副委員長に小野長道委員が指

名推選され、あいさつを述べました。

　今回提出された議案は、条例案４件、規約の変更等７件、予算案２４件、補正予算案１６件、

報告２件、請願１件でした。また、最終日には平成２４年度補正予算案２件が追加議案として

提出されました。

　これらを慎重に審議した結果、議案第５１号は、記名投票により賛成多数で原案可決となり、

議案第１号、第１０号、第１１号、第１２号、第１３号は起立採決の結果原案可決、請願第１号

は起立採決の結果不採択となり、その他の議案については全会一致で原案可決または原案承

認となりました。

第１回（３月）定例会第１回（３月）定例会第１回（３月）定例会
予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会

第１回定例会（概要）
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●平川市介護保険条例の一部を改正する条例案

（平成２４年４月１日から施行）

　第５期介護保険事業計画期間における第１号被保険者

の保険料率を定めるため。

質　疑

　問 　今回の改正のポイントは。

　答 　第１号被保険者保険料基準額が９６０円増となる。

要因として財政安定化基金借入金償還、特別老人

ホーム開設、要介護認定者数増の見込みである。

　問 　所得段階の細分化及び高所得者保険料率引き上げ

に関する市の見解は。

　答 　平川市においては基準額以下の方が約８０％を占

め、高所得者が少ない状況にあるため、保険料率の

比率を変えることによる効果と影響額について限界

があり慎重な議論が必要である。

●平川市スポーツ振興審議会設置条例の一部を

改正する条例案　　　　　　（公布の日から施行）

　スポーツ基本法の施行に伴い、平川市スポーツ振興審

議会の名称を改め、その他所要の改正を行うため。

●平川市道路占用料徴収条例の一部を改正する

条例案　　　　　　　（平成２４年４月１日から施行）

　道路法施行令の改正に伴い、道路占用料の額を改定し、

及びその他所要の改正を行うため。

●平川市国民健康保険診療施設条例の一部を改

正する条例案　　　　　（規則で定める日から施行）

　平川市国民健康保険診療施設に平川市国民健康保険

碇ヶ関診療所を加え、その他所要の改正を行うため。

質　疑

　問 　指定管理者制度、診療開始時期、診療報酬など議

員への説明が不十分ではないか。

　答 　条例改正などがある場合、直営・指定管理制度ど

ちらもできるような条文内容にする県の指導、開設

日は予想であるため申請手続きの進行状況により早

まる可能性があることが理由である。

●青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規

約の変更について　　（平成２４年４月１日から施行）

　構成団体である公立金木病院組合が平成２４年３月

３１日をもって解散することにより、青森県市町村総合

事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市

町村総合事務組合規約の変更について関係地方公共団体

と協議する必要があるため。

●市道路線の廃止について

　道路法第１０条第１項の規定に基づき、市道の路線を

廃止するため。

　　杉原北原３号線　　　１５７．０ｍ

　　杉館松橋１０号線　　 ２７３．０ｍ

　　葛川大川添２号線　　１７５．８ｍ

　　葛川大川添３号線　　１３８．５ｍ

質　疑

　問 　杉原北原３号線廃止後の計画は。

　答 　行き止まり部分について㈱ヤマダイに売却する。

した審議審議審議 議案
条例案・条例改正案

そ　　の　　他

　介護保険料率引き上げに高齢者負担は限界である

ことから反対する。

反対討論あり

　介護サービスを必要とする人々の要望に応えるた

めに必要な金額であるため賛成する。

賛成討論あり

第１回定例会（審議した議案）



●市道路線の認定について

　道路法第８条第２項の規定に基づき、市道の路線を認

定するため。

　　杉原北原３号線　　　　１２２．０ｍ

　　柏木町東田１９号線　　 １６４．０ｍ

　　柏木町東田２０号線　　 　６７．４ｍ

　　原大野線　　　　　　　　２０．６ｍ

質　疑

　問 　原大野線を市道認定後に拡幅できないか。

　答 　道路拡幅工事の前提として、町会で必要な土地購

入をして市に寄附していただくこととなる。

●農地災害復旧事業の施行について

　平成２３年９月１７日から１９日にかけての豪雨災害に

より被災した農地の災害復旧事業を、市直営事業として

施行するため。

　唐竹芦毛沢２３－１　畑　０．０４ｈａ

●市有財産の無償貸付について

　市有の建物をあすなろ理研株式会社に無償貸付けする

ため。

　貸付建物　旧平川市立小国小・中学校校舎１階

　貸付条件　平川市との共同研究による「ひらかわそば

　　　　　　もやし生産事業」の用に供する

　貸付期間　平成２４年４月１日から平成２５年３月３１

　　　　　　日まで

質　疑

　問 　事業期間は何年か。有償貸付への移行も想定して

いるのか。

　答 　３年後に自立できるだけの販売高確保を目標とし

ている。有償貸付は現在想定していない。

●平川市尾上農村環境改善センター「さるか荘」

及び平川市ふるさとセンターの指定管理者の

指定及び指定管理者の管理の期間について

　平川市公の施設の指定管理者の指定等に関する条例第

３条及び第４条の規定に基づき、指定管理者の指定及び

指定管理者の管理の期間について議会の議決を求めるた

め。

　指定管理者の指定　　　　有限会社おのえ企画

　指定管理者の管理の期間　平成２４年４月 １日から

　　　　　　　　　　　　　平成２７年３月３１日まで

質　疑

　問 　当該施設の経営状況は。

　答 　２３年度は震災の影響により赤字ではないが極め

て厳しい状況である。

●青森県市町村職員退職手当組合を組織する地

方公共団体数の増減及び青森県市町村職員退

職手当組合規約の変更について

　構成団体である公立金木病院組合が平成２４年３月

３１日をもって解散し、同年４月１日からつがる西北五

広域連合が加入することに伴い、青森県市町村職員退職

手当組合を組織する地方公共団体数の増減及び青森県市

町村職員退職手当事務組合規約の変更について関係地方

公共団体と協議する必要があるため。

　予算の総額から歳入歳出それぞれ１億８，２５３万９，０００

円を減額し、総額を１６１億３，９８９万２，０００円とする。

質　疑

　問 　農林水産業費のパイプハウス復旧支援対策事業費

は市単独なのか。

　答 　市単独事業である。

　問 　「歴史の道」遊歩道整備工事の内容は。

　答 　散策のための木道や観光看板設置などである。

　予算の総額から歳入歳出それぞれ２億７４０万４，０００円

を減額し、総額を４２億４，５７３万９，０００円とする。

補正予算（平成２３年度）

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

第１回定例会（審議した議案）
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　予算の総額に歳入歳出それぞれ２，９４０万７，０００円を追

加し、総額を３２億８，１１３万５，０００円とする。

質　疑

　問 　第５期介護保険計画での財政安定化基金貸付金返

済の見通しは。

　答 　第 4期での８，２００万円の借り入れを第５期におい

て３カ年分割で返済を行い、新たな借り入れが発生

しないことを目標に計画されているが、大幅な介護

サービスの充実等がある場合には、借り入れをお願

いする可能性は否定できない。

　予算の総額から歳入歳出それぞれ６７５万２，０００円を減

額し、総額を２億４，０９４万９，０００円とする。

質　疑

　問 　平成２４年度保険料改定の審議経過について説明

せよ。

　答 　

　予算の総額から歳入歳出それぞれ７３０万４，０００円を減

額し、総額を３億６，３６６万３，０００円とする。

　予算の総額から歳入歳出それぞれ７２８万５，０００円を減

額し、総額を３億８，２９４万４，０００円とする。

質　疑

　問 　学校給食における放射能測定実施についての見解

は。

　答 　地場産品等については県及び市でサンプル測定を

行っており、加工物等についても加工・流通の各業

者において測定を行い安全であるとの前提の下に対

応しているため、現在は実施を考えていない。

　県からの依頼により施工した支障物件の移設等に要し

た費用及び人件費の精査等により行うものである。

質　疑

　問 　工事受託料減額の内容は。

　答 　県発注の金屋・尾上線交通安全施設整備工事に

伴う消火栓や給水管の移設工事、及び本町地区の消

火栓移設工事について工事費精査等による減額であ

る。

　一般会計の当該企業会計に繰り入れされる補助金及び

出資金の精査、並びに企業債に対する支払利息及び人件

費の精査等により行うものである。

質　疑

　問 　営業外収益が６６０万７，０００円減額になった理由

は。

　答 　地方公営企業繰出金を算定するための繰出基準の

改正等によるものである。

　荒田、大坊、柏木町、平田森、新館、沖館、原田、碇ヶ

関財産区一般会計

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　歳入歳出予算総額にそれぞれ４０１万２，０００円を追加

し、総額を１６３億５，４０１万２，０００円とする。歳入は財政

調整基金繰入金として追加し、歳出では診療所特別会計

繰出金として追加する。

　歳入歳出予算総額にそれぞれ９，３８１万３，０００円を追加

し、予算の総額を４億６，１９０万３，０００円とする。

補正予算（平成２４年度）
（最終日追加提案）

学校給食センター特別会計

国民健康保険診療施設事業診療所
特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

財産区一般会計

一 般 会 計

国民健康保険診療施設事業診療所
特別会計

第１回定例会（審議した議案）



　問 　農家の減収状況を見込んでの市税の積算か。

　答 　総じて農業所得については３割程度の減収で積算

している。

　問 　市民税滞納繰越分はどのように確保するのか。

　答 　督促状の交付で促し、それでもお支払いいただけ

ない場合は給与停止・預金等の差し押さえをするこ

ともある。

　問 　尾上庁舎外装改修工事は急を要するのか。

　答 　経済性を考え劣化の小さいうちに補修するため。

　問 　久吉たけのこ温泉改修工事後は町会で管理を受け

るのか。

　答 　平成２５年４月から久吉町会が指定管理をする予

定である。

　問 　放課後児童対策委託料の配分は。

　答 　１０クラブのうち９クラブを対象とし、新設に２５０万

と１００万、残り７クラブにそれぞれ５０万円である。

　予算特別委員会は、３月１３日・１４日・１５日の３日間、平成２４年度予算案について、審

査しました。

　議員２０名全員を委員とし、委員長に齋藤　剛委員、副委員長に小野長道委員が指名推選さ

れました。

　各委員から活発な質疑が行われた結果、一般会計と国民健康保険・介護保険・後期高齢者

医療特別会計は賛成多数で、その他会計予算案は全会一致で可決されました。

（※質疑内容は要約し、抜粋して掲載しています。）

総額１６３億５千万円総額１６３億５千万円総額１６３億５千万円

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会
平成２４年度一般会計予算平成２４年度一般会計予算平成２４年度一般会計予算

（前年度比２．１％増）（前年度比２．１％増）（前年度比２．１％増）

総 務 費

歳 入 全 般

民 生 費

歳 出 全 般一 般 会 計

予算特別委員会

齋　藤　　　剛　委員長 小　野　長　道　副委員長
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　問 　黒石地区清掃施設組合を脱退し弘前地区環境整備

事務組合に統一してはどうか。

　答 　脱退には構成全市町村の了解を得る必要があるた

め難しい。

　問 　新規就農に関するそれぞれの事業の関連性は。

　答 　土地の賃借料の一部を補助する新規就農支援事業

補助金、不安定な収入を５年間援助する青年就農給

付金、機械購入などの経費の一部を助成する新規就

農施設等整備事業補助金があり、それぞれの諸条件

を満たすことにより補助金を受けることが可能であ

る。

　問 　多重債務者対策貸付金は回収できるのか。

　答 　貸付することにより多重債務者が立ち直ることを

期待し予算化したものである。市の貸付金は運営す

る消費者信用生活協同組合より１年後には繰り入れ

となる。

　問 　橋りょう長寿命化修繕計画策定委託料とは。

　答 　市内に１５ｍ以上ある５８橋の点検を終え、修繕

するための計画書をつくるものである。

　問 　消防が広域化になることにより消防団の対応に変

化があるのか。

　答 　今回の広域化に関しては、消防団は対象になって

いないので対応に変化はない。

　問 　奨学貸付金の利用者数、償還期間の利率等は。

　答 　償還期間１０年。年２回か１回の返済方法になる。

今回は継続・新規合わせて６５人の利用者を見込ん

でいる。

　問 　予算が約７，５００万円も減額になっている原因は何

か。

　答 　人口減もあるが国保加入している方の減少もあ

る。

　評価できる側面がある一方、市民の暮らしや営業

にとって削減された予算も数多く、常に計画性をも

ち議会側に事業周知、判断に要する議論時間確保な

どもろもろの事情から反対する。

反対討論あり

　財政規律を保ちながらも市の経済活性化と長期総

合プランを推進するため、各所に創意工夫が見受け

られる。市民生活の安全・安心、福祉施策の充実、

雇用・経済の観点からも健全財政を目指すという観

点からも適切な予算であり賛成する。

賛成討論あり

　平川市の税率は現行と変わらぬが、困窮している

被保険者にとって重税感はぬぐいきれるものではな

いため反対する。

反対討論あり

　保険税率を据え置き、税負担増加を抑えることに

重点を置き国保事業が健全に運営されることを考慮

したものであることから賛成する。

　景気低迷による税収の伸び悩みなど厳しい財政状

況の中で、医療費総額の確保を優先としたものであ

ることから賛成する。

賛成討論あり

農林水産業費

衛 生 費

商 工 費
国民健康保険特別会計

土 木 費

消 防 費

教 育 費

特 別 会 計

予算特別委員会



　問 　平川市で保険料の未納者は何人いるのか。

　答 　昨年度で２８７人である。

　問 　この保険制度は廃止するという話であったが、い

つまで続くのか。廃止後に代わりの保険制度ができ

るのか。

　答 　国でも当初平成２７年度までという話であった

が、具体的にどうなるのか情報がない。

　問 　平川診療所新築事業について予算執行前に議会側

と話し合いをする余地はあるのか。

　答 　今議会において予算可決後、今後の経営状況等に

ついて早い機会に議員の皆様に説明する。

　問 　常勤的非常勤、パートなど職員の身分の違いをど

のように解消するのか。

　答 　常勤的非常勤職員は合併前から採用されており、

定年まで採用の契約のため保障しなければならな

い。

　問 　温泉を利用している住宅団地に組合を設立し、管

理させていく話し合いをしているか。

　答 　宅地分譲時からの約束事であるとの温泉受益者側

の感情的な問題もあり協議は平行線のままである。

　問 　災害時の緊急対応はどのように考えているのか。

　答 　耐用年数４０年が経過してくる平成３３年度頃を

めどに、国の補助事業等を利用し耐震化した更新事

業を考えている。緊急時には職員が発電機等を利用

し市民に安心で安全な水の供給を行う。

　問 　森林国営保険とは。

　答 　植え付け後２０年間の森林に対し、山火事などに

よる損失を避けるため国が勧めている保険事業であ

る。２０年以上の財産区では独自に保険加入してい

る町会もある。

　平川市の第１号被保険者保険料基準月額が、現

行から９６０円上がり５，９２０円、１９．４％引き上げに

なったことから反対する。

反対討論あり

　介護を必要とする人々が安心してサービスを受け

られることはもちろん、家族の精神的負担軽減がな

され、市民と協力しながらの姿勢も見受けられるこ

とから賛成する。

　市民が安心して暮らせるために必要な介護のサー

ビス量を確保するとともに、要介護者とならないため

の介護予防にも配慮されていることから賛成する。

賛成討論あり

　賦課限度額が５０万円から５５万円に引き上げに

なることから反対する。

反対討論あり

　保険料上昇を抑制するため、剰余金、財政安定化

基金１億２３９万円を活用し、保険料負担増加を抑

えており、全体的な保険料の公平感に配慮している

こともあり賛成する。

賛成討論あり

介護保険特別会計 国民健康保険診療施設
事 業 診 療 所 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

尾上地区住宅団地温泉
事 業 特 別 会 計

下水道事業会計

財 産 区

学校給食センター特別会計

予算特別委員会



ひらかわ市議会だより　第２６号

平成２４年度　一 般 会 計 当 初 予 算
【歳　入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

本年度予算額 構　成　比 前年度予算額 増　減　額 増　減　率

市　　　税 ２，１８７，３６９ １３．４ ２，１８６，０１８ １，３５１ ０．１

地方譲与税 ２２６，０００ １．４ ２１０，０００ １６，０００ ７．６

利子割交付金 ４，５００ ０．０ ５，０００ △５００ △１０．０

配当割交付金 １，８００ ０．０ １，１００ ７００ ６３．６

株式等譲渡所得割交付金 ２００ ０．０ ２００ ０ ０．０

地方消費税交付金 ２７０，０００ １．６ ２８２，０００ △１２，０００ △４．３

ゴルフ場利用税交付金 １３，０００ ０．１ １３，０００ ０ ０．０

自動車税交付金 ４６，０００ ０．３ ５０，０００ △４，０００ △８．０

地方特例交付金 １１，０００ ０．１ ５１，０００ △４０，０００ △７８．４

地方交付金 ８，０７０，０００ ４９．４ ８，０７０，０００ ０ ０．０

交通安全対策特別交付金 ４，６００ ０．０ ５，５００ △９００ △１６．４

分担金及び負担金 １８１，２０３ １．１ １８９，５２８ △８，３２５ △４．４

使用料及び手数料 １０６，８４１ ０．６ １１６，３２６ △９，４８５ △８．２

国庫支出金 １，９３８，８７０ １１．９ １，９５２，７０２ △１３，８３２ △０．７

県 支 出 金 １，０８１，５９６ ６．６ １，１７１，４７７ △８９，８８１ △７．７

財 産 収 入 ３３，１１０ ０．２ ３９，６９２ △６，５８２ △１６．６

寄　附　金 ２ ０．０ ２ ０ ０．０

繰　入　金 １，０１０，４９７ ６．２ ８１５，５１２ １９４，９８５ ２３．９

繰　越　金 １ ０．０ １ ０ ０．０

諸　収　入 ４５３，１１１ ２．８ ４５２，０４２ １，０６９ ０．２

市　　　債 ７１０，３００ ４．３ ３９８，９００ ３１１，４００ ７８．１

歳 入 合 計 １６，３５０，０００ １００．０ １６，０１０，０００ ３４０，０００ ２．１

【歳　出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

本年度予算額 構　成　比 前年度予算額 増　減　額 増　減　率

議　会　費 １７７，３８９ １．１ ２１６，３２６ △３８，９３７ △１８．０

総　務　費 １，８３０，６４３ １１．２ １，７８４，５６４ ４６，０７９ ２．６

民　生　費 ５，０６３，１３５ ３１．０ ５，１４６，３８５ △８３，２５０ △１．６

衛　生　費 １，０４２，３５７ ６．４ １，００７，３７４ ３４，９８３ ３．５

労　働　費 ９８，０６２ ０．６ １３４，２８７ △３６，２２５ △２７．０

農林水産業費 １，０８８，９９１ ６．６ ７５５，４５２ ３３３，５３９ ４４．２

商　工　費 ５０１，４２９ ３．１ ５１９，２９４ △１７，８６５ △３．４

土　木　費 １，６１５，４７０ ９．９ １，４８７，５２６ １２７，９４４ ８．６

消　防　費 ７２２，３９８ ４．４ ７３４，５４１ △１２，１４３ △１．７

教　育　費 １，４６５，０２５ ８．９ １，２６２，７３２ ２０２，２９３ １６．０

災害復旧費 ４１，６１８ ０．２ ３０，１８２ １１，４３６ ３７．９

公　債　費 ２，６４３，４８３ １６．２ ２，８７１，３３７ △２２７，８５４ △７．９

予　備　費 ６０，０００ ０．４ ６０，０００ ０ ０．０

歳 出 合 計 １６，３５０，０００ １００．０ １６，０１０，０００ ３４０，０００ ２．１

※構成比は、四捨五入のため積算が一致しない場合がある。　

平成２４年度　各 種 会 計 当 初 予 算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

会　　　計　　　名 予　算　額 増　減　額 増　減　率

特

別

会

計

国民健康保険 ４，２７０，５１８ △７５，０７２ △１．７％

介 護 保 険 ３，４４１，５９９ ４２２，４２８ １４．０％

後期高齢者医療 ２５７，７３６ １０，０３５ ４．１％

診　療　所 ３６８，０９０ △６，１５５ △１．６％

学校給食センター ３５９，１９４ △１７，４０２ △４．６％

尾上地区住宅団地温泉事業 １０，６７６ ３１ ０．３％

簡 易 水 道 １８，８９２ △１，８６８ △９．０％

企

業

会

計

水 道 事 業

事 業 収 益 ５２８，０９６ △５，３３１ △１．０％

事 業 費 用 ４６２，３０４ △１２，０３９ △２．５％

資本的収入 ２６，６０６ ２０２ ０．８％

資本的支出 ２５５，１５０ △４８，４５０ △１６．０％

下水道事業

事 業 収 益 ７８８，２９３ △１０，３４０ △１．３％

事 業 費 用 ９２３，０９７ △９６９ △０．１％

資本的収入 ５０８，８８４ １０，４７８ ２．１％

資本的支出 ７２２，４１４ △３，３６８ △０．５％

（増減は対前年度当初予算比です。）　

予算特別委員会



議案
番号

議　　案　　名
本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【条例案・条例改正案】

１ 平川市介護保険条例の一部を改正する条例案 原案可決 起立採決 教育民生 原案可決 挙手採決

２
平川市スポーツ振興審議会設置条例の一部を改正す
る条例案

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

３ 平川市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

５１
平川市国民健康保険診療施設条例の一部を改正する
条例案

原案可決
記名
投票採決

付託省略

【そ　の　他】

４
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更
について

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

５ 市道路線の廃止について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

６ 市道路線の認定について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

７ 農地災害復旧事業の施行について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

８ 市有財産の無償貸付けについて 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

９
平川市尾上農村改善センター「さるか荘」及び平川
市ふるさとセンターの指定管理者の指定及び指定管
理者の管理の期間について

原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

５０
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体数の増減及び青森県市町村職員退職手当組合規
約の変更について

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

【予　算　案】

１０ 平成２４年度 平川市一般会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決

１１ 平成２４年度 平川市国民健康保険特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決

１２ 平成２４年度 平川市介護保険特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決

１３ 平成２４年度 平川市後期高齢者医療特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決

１４
平成２４年度 国民健康保険診療施設事業診療所特別
　　　　　　会計予算案

原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

１５
平成２４年度 平川市学校給食センター特別会計予算
　　　　　　案

原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

１６
平成２４年度 平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別
　　　　　　会計予算案

原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

１７ 平成２４年度 平川市簡易水道特別会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

１８ 平成２４年度 平川市水道事業会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

１９ 平成２４年度 平川市下水道事業会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２０ 平成２４年度 平川市広船財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２１ 平成２４年度 平川市小和森財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２２ 平成２４年度 平川市荒田財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２３ 平成２４年度 平川市大坊財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２４ 平成２４年度 平川市柏木町財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２５
平成２４年度 平川市大字大光寺財産区一般会計予算
　　　　　　案

原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２６ 平成２４年度 平川市平田森財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２７ 平成２４年度 平川市新尾崎財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２８ 平成２４年度 平川市新館財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

２９ 平成２４年度 平川市沖館財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

３０ 平成２４年度 平川市葛川財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

平成２４年
（３月議会）

議決一覧表



ひらかわ市議会だより　第２６号

議案
番号

議　　案　　名
本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

３１ 平成２４年度 平川市吹上・高畑財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

３２ 平成２４年度 平川市原田財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

３３ 平成２４年度 平川市碇ヶ関財産区一般会計予算案 原案可決 全会一致 予算特別 原案可決

【補正予算案】

３４ 平成２３年度 平川市一般会計補正予算案（第６号） 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

３５
平成２３年度 平川市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　案（第３号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

３６
平成２３年度 平川市介護保険特別会計補正予算案　
　　　　　　（第３号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

３７
平成２３年度 平川市後期高齢者医療特別会計補正予
　　　　　　算案（第１号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

３８
平成２３年度 平川市国民健康保険診療施設事業診療
　　　　　　所特別会計補正予算案（第２号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

３９
平成２３年度 平川市学校給食センター特別会計補正
　　　　　　予算案（第３号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決

４０ 平成２３年度 平川市水道事業会計補正予算案（第４号） 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

４１
平成２３年度 平川市下水道事業会計補正予算案
　　　　　　（第４号）

原案可決 全会一致 建設経済 原案可決

４２
平成２３年度 平川市荒田財産区一般会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４３
平成２３年度 平川市大坊財産区一般会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４４
平成２３年度 平川市柏木町財産区一般会計補正予算
　　　　　　案（第２号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４５
平成２３年度 平川市平田森財産区一般会計補正予算
　　　　　　案（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４６
平成２３年度 平川市新館財産区一般会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４７
平成２３年度 平川市沖館財産区一般会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４８
平成２３年度 平川市原田財産区一般会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

４９
平成２３年度 平川市碇ヶ関財産区一般会計補正予算
　　　　　　案（第１号）

原案可決 全会一致 総務企画 原案可決

５２ 平成２４年度 平川市一般会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 付託省略

５３
平成２４年度 平川市平川市国民健康保険診療施設事
　　　　　　業診療所特別会計補正予算案（第１号）

原案可決 全会一致 付託省略

【報　　　告】

１

専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて

・専決第１０号　平川市税条例の一部を改正する条例 原案承認 全会一致

・専決第 １号　平成２３年度平川市一般会計補正予
　　　　　　　算（第４号）

原案承認 全会一致

・専決第 ２号　平成２３年度平川市一般会計補正予
　　　　　　　算（第５号）

原案承認 全会一致

２
専決処分した事項の報告について

・専決第１１号　損害賠償額の決定について

【請　　　願】

１ ＴＰＰへの参加反対の意見書を求める請願 不採択 起立採択 建設経済 不採択

　【おわびと訂正】ひらかわ市議会だより第２５号（平成２４年３月１５日発行）
　　・１２ページ一般質問の質疑の中で、齋藤　剛議員の質問に対する市長答弁で「慢性疾患感謝」とありますのは
　　　「慢性疾患患者」の誤りでしたので訂正いたします。

議決一覧表



１．古川　敏夫　議員（一括質問方式）
　１．福祉行政について

　２．地域活性化事業について

２．石田　隆芳　議員（一括質問方式）
　１．豪雪対策について

　２．中学校武道・ダンス必修化に向けた平川市の実施

要領について

３．山田　尚人　議員（一問一答方式）
　１．平川市新庁舎建設について

　２．平川市の行政財産、普通財産の今後の計画について

　３．碇ヶ関地域国道７号にかかる湯ノ沢こ道橋の撤去

について

　４．西の平団地（市営住宅）について

４．今　　俊一　議員（一括質問方式）
　１．豪雪対策本部について

　２．平川市の少子化対策について

　３．平川市立全小学校のトイレについて

５．工藤　竹雄　議員（一括質問方式）
　１．「人口減少と高齢化」の二大危機について

　２．市政懇談会での感想について

６．福士　惠美子　議員（一括質問方式）
　１．市の発注工事について

　２．雪害対策について

　３．職員採用について

７．鳴海　伸仁　議員（一括質問方式）
　１．平川市における６次産業化施設整備事業の考え方

について

　２．農業施設の豪雪被害状況について

　３．運動施設整備事業について

８．佐藤　　雄　議員（一括質問方式）
　１．平川診療所について

　２．黎明郷碇ヶ関診療所について

９．齋藤　政子　議員（一括質問方式）
　１．農業問題について

１０．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．開かれた市政について

　２．豪雪対策について

　３．介護保険制度について

１１．成田　敏昭　議員（一問一答方式）
　１．水道料金について

市政に関する一般質問より
一般質問は、議員が行政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び
将来に対する方針等について質問します。ここでは内容を要約して掲載してお
ります。

一 般 質 問

平成２４年第１回（３月）定例会　一般質問傍聴席
平成２４年 第１回（３月）定例会　一般質問傍聴席平成２４年 第１回（３月）定例会　一般質問傍聴席



ひらかわ市議会だより　第２６号

１．福祉行政について

　問 　平成２４年度の重点事業について答えよ。

　答 　現在実施している市民の健康づくり事業のほか、生活習慣病・介護予

防のためのスローピング講座開催、運動機能向上体操実施場所追加、

認知症高齢者見守り事業等を実施する予定となっている。

　問 　市民の健康づくりについて、市長の考えを示せ。

　答 　医療機関、行政、地域が一体となった健康づくりを考えていきたい。

２．地域活性化事業について

　問 　観客１０万人規模のねぷたまつり開催実現のためにも電線地中化の実

現を。

　答 　平賀駅からマルチ薬局までの区間は、平成２４年度に現地測量、地下

埋設物調査の設計予定である。

　問 　マルチ薬局からバイパスまでの区間の電線地中化を国や県に要望を。

　答 　重点要望事項として県や東北地方無電中化協議会へ要望していく。

古川　敏夫　議員

１．豪雪対策について

　問 　高齢者世帯、障害者世帯に対する除排雪対策と対応する機関は。

　答 　市では高齢者世帯、障害者世帯に対する除排雪対策は行っていない。

　　　除雪に関しては基本的に社会福祉協議会が対応し、平川市ボランティ

ア連絡協議会が除雪を行った。緊急の場合は、まずは地域の状況を把

握している民生委員、行政委員に相談されるとよいのではないか。

２．中学校武道・ダンス必修化に向けて

　問 　柔道指導時の事故を防ぐためにも、専門の外部指導者導入の再考をし

たのか。

　答 　外部指導者について検討しているが導入まで至っていない。

　問 　使用する畳、柔道着用意はどのようにするのか。

　答 　柔道導入予定の４校のうち、３校で各７２畳確保する予定である。柔

道着は１学級分４０着（碇ヶ関中は３０着）用意し、授業ごとに使用す

るため着まわしとなるが、使用後は各校で洗濯し管理することとなる。

石田　隆芳　議員

一 般 質 問



１．平川市新庁舎建設について
　問 　①庁舎内の検討委員会の経緯について。

　　　②防災拠点施設としての機能について。

　　　③耐震診断の結果を受けての改修について。

　答 　①耐震改修等における工法別費用の試算をもとに検討中である。

　　　②本庁舎は機能確保のため機材改修・施設設備について予算計上する。

　　　③耐震補強、建替えの費用算出と長期財政計画を含めながら検討中。

２．平川市の行政財産、普通財産の今後の計画について
　問 　今後の市が保有する土地の利活用の考えについて示せ。

　答 　今後も積極的に売却を進め、不用財産をなくしていく考えである。

３．碇ヶ関地域国道７号にかかる湯ノ沢こ道橋の撤去について
　問 　これまでの経過と今後の撤去計画について。

　答 　昭和５０年奥羽線複線化に伴い旧碇ヶ関村が無償譲渡を受けたもので

平成１９年から国土交通省へ撤去をお願いしている。

４．西の平団地（市営住宅）について
　問 　①建設年度、耐震年度、入居状況について。

　　　②改修及び新築について。

　答 　①１号棟から５号棟まで昭和５４～５６年度建築。平成９年度耐震診

断では問題なし。全８０戸のうち４戸が空室となっている。

　　　②平成２４年度から２７年度までの４ヵ年で内装・外装の改修工事を

行う計画である。

山田　尚人　議員

１．豪雪対策本部について
　問 　①対策本部設置基準とその運用について。

　　　②豪雪対策の内容について。

　答 　①青森県地域防災計画で示す警戒積雪深を超えた場合を目安とし、地

域の状況等を勘案し設置時期を失することのないよう対応していく。

　　　②民生委員、町会長、市民からの情報や対応を対策本部に報告。市で

は要援護者台帳の整備を進め支援体制を構築していく。

２．平川市の少子化対策について
　問 　①現行における市の少子化対策は。

　　　②少子化に対する市の今後の施策と新たな専門機関の創設について。

　答 　①各種検診事業実施、第３子保育料無料化・出産祝金事業等を行って

いる。

　　　②現在の共通部分の多い事業の窓口一本化など利用者の利便性を考え

た対策も実施可能であり、専門機関は計画的に実行する必要がある。

３．平川市立全小学校のトイレについて
　問 　和式トイレの改修について。

　答 　小学校 11 校のうち、３校が和式トイレのみであった。洋式化につい

て前向きな姿勢で協議し取り組んでいく。

今　　俊一　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第２６号

１．「人口減少と高齢化」の二大危機について

　問 　①少子化対策事業の効果が出生率に反映されているか。

　　　②寝たきりにならず日常を健康体で生活できる「健康寿命」の対策に

ついて。

　答 　①出産祝金、現物給付事業等を実施しているが、事業を実施して日が

浅く出生率への反映は見えていない。

　　　②当市の対策として運動、栄養、保健指導等各種事業を実施している。

２．市政懇談会での感想について

　問 　基本理念の実現に反映されるか。

　答 　１６会場、延べ３１０名の市民の方々と懇談し、約３００件の意見・提言・

要望が出された。それらを少しずつでも実現していくことにより、お

のずと市民や地域、産業がきらめくまちづくりができるものと考えて

いる。

工藤　竹雄　議員

１．市の発注工事について

　問 　行政指導について。

　答 　住民等からの苦情がないよう請負業者へ注意を促している。監督職員

や業者に対し指導していく。

２．雪害対策について

　問 　①市内の各学校の状況について。

　　　②猿賀小学校対策について。

　　　③通学路及び歩道確保について。

　答 　①人的被害なし。窓ガラス破損２枚程度。校舎内の水漏れ３校。

　　　②水漏れが数箇所に発生し大変な状況にある猿賀小学校では、平成

２５年度に予定している基本調査を早急に対応したい。

　　　③通学路における児童・生徒の安全確保について各校に通知するとと

もに、土木課と協議しながら必要箇所の除雪を行っている。

３．職員採用について

　問 　採用一次試験日の３市（弘前・黒石・平川）同日実施について。

　答 　来年度の採用試験に向けて十分協議したい。

福士惠美子　議員

一 般 質 問



１．６次産業化施設整備事業の考え方について
　問 　６次産業化の専門担当者の育成を図る必要があるのではないか。
　答 　県では２１あおもり産業総合支援センターにアドバイザーを置き、団

体がアドバイスを受ける体制をとっている。
　問 　平川市における６次産業化を市長はどう考えているのか。
　答 　国の補助金を受けた団体に対し、かさ上げ補助や運転資金の借入利子

助成を行い支援したい。

２．農業施設の豪雪被害状況について
　問 　県、市の支援等について。
　答 　２月２３日現在ハウス被害は１６棟である。施設復旧費の３分の１を助

成する補助制度を計上している。２月７日市内１３箇所のリンゴ被害
状況は雪下ろし形跡がない地域で３０～５０％の枝折れ、裂開が確認さ
れた。融雪剤購入経費助成、農道除雪補助金についても追加措置する。

３．運動施設整備事業について
　問 　①おのえスポーツセンター野球場をメイン球場とするのか。
　　　②平賀総合運動施設をどのような位置づけで施設整備するのか。
　　　③平賀グランド今後の利用、整備計画について。
　答 　①おのえスポーツセンター野球場を整備しメインの野球場とする。
　　　②市民の健康づくりの場として、それぞれの機能を維持しつつ継続し

た活用をしていく。
　　　③市内の各種大会等での利用が計画されている。また第２期では

４００ｍトラックの陸上競技場が整備予定である。

鳴海　伸仁　議員

１．平川診療所について
　問 　①健全化経営に関する経過を示せ。

　　　②医療機関の環境について。

　　　③基幹的診療所の運営について。

　答 　①高額保守契約廃止、職員数減等による歳出削減に取り組むとともに内

視鏡導入による検査件数増加を図るなど、収入の確保、利用者増に努める。

　　　②薬の院内交付、各種検査の迅速化、循環バス無料利用券交付など患者の

負担軽減をはかり、市立の診療所として地域住民に初期医療を提供してい

く。

　　　③市の診療所としての役割を自覚し、職員の資質向上、診療体制強化

の検討などにより地域住民の健康を守ることに努めたい。

２．黎明郷碇ヶ関診療所廃止について
　問 　①署名はするが実際は診療所を利用していない実態について。

　　　②医療機関選択の自由について。

　答 　①医療保険全体の碇ヶ関診療所での地元利用率について詳細資料はな

いが、診療報酬の大半を占めると見込まれる後期高齢医療などは、もっ

と高い利用率と推察する。診療所設置は決定しているので、地元住民

にはぜひ利用していただきたい。

　　　②平川市内でも高齢化率が高い碇ヶ関地域においては、診療所設置の

必要性は特に高いと考える。地域住民の切実な要望に応じた形で設置

を決断したものである。

佐藤　　雄　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第２６号

１．農業問題について

　問 　①リンゴ樹の被害と対策について。

　　　イ．農道の除雪全般と融雪剤購入費助成について。

　　　ロ．枝折れ、裂開の実態調査と対策について。

　答 　イ．市による幹線農道除雪は２月２０日より、枝線については各地区

の農道除雪組合等に補助金を交付しお願いしている。融雪剤購入経費

助成は１反歩あたり２袋を限度とし、２０キロ入り１袋につき２００円

を市が助成する。

　　　ロ．ＪＡ及び県と合同で、被害状況調査を実施することとなっている。

被害拡大を防ぐため、融雪剤経費の助成をする。減収対策については、

リンゴの生育状況を見守りながら関係機関と連携し対応したいと考え

ている。

　問 　②パイプハウス被害と対策について。

　　　イ．各市町村の実数と平川市の突出した原因は何か。

　　　ロ．早期対策と市民に周知徹底を。

　答 　イ．当市は比較的積雪量が少なく「冬の農業」として施設園芸に取り

組み、ハウス設置促進をしてきた。春の農作業の土づくりのためビニー

ルをかけたまま冬を過ごす農家が多い現状であったため、大雪低温に

より雪がパイプハウスから降りなかったことが原因と推測される。

　　　ロ．施設復旧費の３分の１を助成する補助制度を計上し、毎戸に回覧

して補助事業制度の周知を図ることとしている。

齋藤　政子　議員

１．開かれた市政について
　問 　①情報公開度「青森県内市の部」最低についての見解を問う。
　　　②開かれた市政を目指すための今後の取り組みについて。
　答 　①結果を真摯に受け止め、情報公開を前向きに検討していく。
　　　②議会情報の公開手段等について議員に検討していただく。

２．豪雪対策について
　問 　①豪雪対策本部設置が遅いのではないか。
　　　②平賀地区の雪置き場について。
　　　③除排雪に対する支援制度について。
　答 　①県の警戒積雪深を目安のひとつとし、市内地域の状況を勘案し決定

したものである。
　　　②市内４箇所確保し、広報・ホームページ等で周知をしている。
　　　③町会単位の組織設立を促進し、行政との連携支援体制を構築したい。

３．介護保険制度について
　問 　①第５期事業計画策定にあたっての情報公開について。
　　　②総合事業の実施について。
　　　③「２４時間短時間訪問」や「４５分で生活援助」について。
　　　④介護保険料の大幅な値上げについて。
　答 　①運営協議会において了承後、次期から公開することとなる。
　　　②実施については総合的に検討し、判断したい。
　　　③採算が取りにくいため、事業者の推移を見守る必要がある。
　　　④第４期での借入金償還など、今の方法で進めざるを得ない。

齋藤　律子　議員

一 般 質 問



１．水道料金について

　問 　平賀、尾上地域と碇ヶ関地域の水道料金格差について。

　答 　口径２０ミリ、水量２０ｍ3 の場合、平賀・尾上地域と碇ヶ関地域の水

道料金には１，８０４円の差がある。

　問 　水道料金の地域格差の是正について。

　答 　市内格差なく同一であることが理想的だが、平賀・尾上地域は津軽広

域水道企業団、碇ヶ関地域は久吉ダム水道企業団から水道供給を受け

ている。施設の整備・管理費用が違う２つの企業体が経営しており、

それぞれの議会において審議の上、決定されている水道料金であるた

め難しい問題である。今後はできるだけ格差が拡大しないよう、久吉

ダム水道企業団、大鰐町と協議を重ねていきたい。

　津軽広域水道企業団：弘前市、黒石市、五所川原市、つがる市、平川市（平賀、

尾上地域）、青森市、藤崎町、田舎館村、板柳町、

鶴田町で組織され、浅瀬石川ダムを水源とする。

　久吉ダム水道企業団：平川市（碇ヶ関地域）・大鰐町で組織され、久吉ダム

を水源とする。

成田　敏昭　議員

一 般 質 問

平成２４年度第１回議員全員協議会が２月２７日に開催されました。碇ヶ関診療所に

ついて市長から概要等の説明があった後、議員から活発な意見がだされました。

　請願書・陳情書の書き方、留意事項は次のとおりです。

①　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に、分かりやすく書いてください。

②　提出年月日、請願（陳情）者の住所、氏名（法人の場合は、その名称及び代表者氏名）を書いて必ず押印してください。

③　請願の場合は、一人以上の紹介議員が必要になります。紹介する議員は、署名または記名押印してください。

④　紹介議員が付かないときは陳情書としてください。

⑤　道路等は簡単な地図・略図・図面等をつけてください。

請願書・陳情書の出し方



ひらかわ市議会だより　第２６号

●調査期日

　平成２４年３月２２日（木）

●調査場所

　⑴　あすなろ理研㈱（旧小国小・中学校）

　⑵　碇ヶ関保健センター

●調査目的

　⑴　市有財産貸付状況確認

　⑵　碇ヶ関診療所現地調査

●出席委員

　齋藤　政子、古川　昭二、田中　友彦

　齋藤　　剛、小笠原勝則、佐々木利正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計６名）

●欠席委員

　佐藤　　雄　　　　　　　　　　　　　　（計１名）

●説 明 者

　⑴　あすなろ理研㈱担当

　　　あすなろ理研㈱　代表取締役　　　木村　諄光

　　　経済部農林課長　　　　　　　　　齋藤久世志

　　　経済部商工観光課長　　　　　　　原田　耕一

　　　経済部商工観光課商工係長　　　　小田桐功幸

　⑵　碇ヶ関診療所担当

　　　総務部長　　　　　　　　　　　　古川　鉄美

　　　総務部総務課参事　　　　　　　　白戸　照夫

　　　碇ヶ関総合支所長　　　　　　　　花岡　敏則

　　　市民生活部民生保護課長　　　　　清藤　　繁

●委員長所管（要約）

　市有財産無料貸付による、平川市との共同研究の「そ

ばもやし」生産の現状、碇ヶ関診療所設置予定である碇ヶ

関保健センターの開設前における課題調査の実施結果に

ついて。

　水耕栽培は大掛かりな設備、常時水が流れているとい

うイメージであったが、教室に暗幕をし、室温を 24 度

に設定、水分を調整しながら与えるという、いたってシ

ンプルな栽培方法であった。「そばもやし」に含まれる

オルニチンという成分は、ビタミンＣとともに摂取する

と大変健康によいとされているそうで、そばを転作作目

として栽培し、平川市産のそばの実による「そばもやし」

とリンゴを組み合わせた特産品メニュー・地産地消の展

開などを期待したい。

　碇ヶ関診療所設置予定である碇ヶ関保健センターは、

診療を行うには十分な広さと間取りであり、すぐにでも

開設できるものであったが、薬剤の受け渡し場所・方法

について検討すべきとの委員からの声があった。地域の

医療施設として、細やかな対応を期待したい。

　「そばもやし」の普及、診療所受診率アップのための

医療サービスの充実について、市当局とともに今後の動

向を注視していきたいと思っている。

総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会
所管事務調査報告

あすなろ理研 碇ヶ関診療所

所管事務調査報告（総務企画）



●調査期日

　平成２４年３月２３日（金）

●調査場所

　平川市立小和森小学校、松崎小学校、猿賀小学校

●調査目的

　今冬の学校における雪害調査のため

●出席委員

　福士惠美子、山田　尚人、齋藤　律子

　對馬　　實、今　　俊一　　　　　　　　（計５名）

●欠席委員

　大澤　敏彦　　　　　　　　　　　　　　（計１名）

●説 明 者

　各小学校校長及び教頭先生

　平川市教育委員会学校教育課長　　　　山田　幸喜

　　　　　　　　　学校教育係長　　　　齋藤　茂樹

●副委員長所管（要約）

　雪害被害が甚大な３校を対象に、雪害による被害を受

けた学校の現状等を現地調査した。

　小和森小学校　特に水漏れ被害の大きかった販売部に

おいては、販売部が活動休止に追いこまれ児童の自主性

が損なわれていた。また、ランチルーム前の廊下では、

被害拡大防止で天井材をはがし廊下には大量のバケツで

水受けしており、教職員が対応に追われていた。

　松崎小学校　校舎裏手にある施設を調査した。施設は

貯水槽及び電気キュービクルであり、それらを防護する

柵が校舎からの屋根雪落下で曲がっていた。この雪害に

対して、防護柵の強化を施す説明があったが、委員より

抜本的な解決策として、屋根に雪止めの設置を求める意

見があった。

　猿賀小学校　ここは被害が甚大であったことから先月

委員長と緊急調査をしていた。その時点から更に被害が

拡大されており、教頭先生から被害報告及びその対応、

学校教育課からそれに対する予算説明があった。

　今冬の雪害において各学校、学校教育課では、生徒の

安全・学ぶ環境確保に尽力されており、我々も関係各機

関と連絡を取り合い、１日も早く原状回復し、安心して

学べる校舎にしなければならないと思った。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会教育民生常任委員会
所管事務調査報告

松崎小学校 猿賀小学校

小和森小学校

所管事務調査報告（教育民生）



ひらかわ市議会だより　第２６号

●調査期日

　平成２４年４月５日（木）

●調査場所

　リンゴ園地雪害現場 ( 尾上地域 )

　土砂災害現場（碇ヶ関、尾崎、広船、公営墓地）

　碇ヶ関小学校、保健センター

●調査目的

　豪雪によるリンゴ園地被害状況、土砂災害等

●出席委員

　小野　長道、成田　敏昭、小田桐信勝

　工藤　竹雄、石田　隆芳　　　　　　　　（計５名）

●欠席委員

　古川　敏夫、鳴海　伸仁　　　　　　　　（計２名）

●説 明 者

　　平川市建設部土木課長　　　　　　　鶴田　文明

　　平川市経済部農林課長補佐　　　　　大湯　幸男

　　平川市碇ヶ関総合支所市民生活課長

　　兼碇ヶ関診療所開設準備室長　　　　狩野　　真

●委員長所管（要約）

　雪も落ち着き、春の足音がそこまで聞こえていた矢先、

大雨・強風により土砂災害や小学校屋根破損が発生した。

その詳細を把握し、関係機関と協議するために緊急では

あったが所管事務調査を実施した。

　リンゴ園地雪害調査。雪切りや融雪剤散布などが被害

の大小にも現れているようであった。

　強風で屋根のトタンが吹き飛ばされた碇ヶ関小学校の

被害は３回目であるそうで、抜本的な解決策をもって修

繕していただきたい。

　碇ヶ関診療所は、工事も順調に進み１日も早い開業が

待たれる状態であった。

　碇ヶ関鯨森・永野地内土砂災害現場は、思っていた

よりも規模が大きく被害者がいなかったことが何よりで

あった。

　リンゴ園地における土砂災害調査では市当局も関係機

関と調整しているようであるが、災害認定は難しいようで

ある。

　公営墓地の土砂災害現場では、二次災害の恐れが危惧

され、担当部署に働きかけたい。

　今回の調査において、同じ場所・箇所で災害が数回発

生しており、一時しのぎ的対策ではなく、恒久的な対策

を施すよう担当部署と協議して進めていかなければなら

ないと思っている。

建設経済常任委員会建設経済常任委員会建設経済常任委員会
所管事務調査報告

碇ヶ関土砂災害 リンゴ園地

碇ヶ関小学校

所管事務調査報告（建設経済）



「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した

再生紙とインクを使って印刷しています。

議会を傍聴してみませんか
定例会は３月、６月、９月、１２月に行われます
詳しくは議会事務局まで　電話（０１７２）４４－１１１１（内線１５１１）

※３月議会では３９名の方が傍聴されました。

** 議会の動き議会の動き **
３月　１日

〃日

１０日

１１日

１８日

〃日

２１日

２２日

〃日

２３日

２５日

３０日

４月　５日

７日

１２日

１３日

１５日

１７日

１８日

１９～２０日

２０日

〃日

２１日

２５日

〃日

２６日

２８日

〃日

２９日

〃日

５月　３日

５日

〃日

７日

１１日

１２日

〃日

１５日

１６日

〃日

１７～１８日

２２～２３日

２４日

２６日

〃日

２８日

〃日

〃日

２９日

〃日

３０日

〃日

３１日

　便利な世の中だからいいのか？昔の不便な時代が良かっ

たのか？

　私は戦後生まれの団塊世代のド真ん中だから、少々昔と

いっても５、６０年くらい前。母乳も飲めた、食べる物もあ

った、泥んこ遊び、アケビ取り、桑の実で唇や指が紫色に

なり何日もとれなかったり、かくれんぼして干餅で腹ごし

らえ、水遊びをして芋掘りなど、お金はないけれど楽しか

ったし友達の和もあって仲よくしたもんだ。

平成２３年度青森県立柏木農業高等学校卒業証書授

与式に議長出席

平成２３年度青森県立尾上総合高等学校卒業証書授

与式に議長出席

平成２３年度平川市連合婦人会総会に議長ほか出席

青森県東日本大震災追悼式・復興祈念式典に議長出

席（八戸市）

緑青園１・２・３月期誕生会及びボランティア感謝

と交流の集いに議長ほか出席

第３回碇ヶ関地域芸能発表会に副議長出席

黒石警察署長歓送迎会に議長出席（黒石市）

総務企画常任委員会所管事務調査

黒石記者クラブ歓送迎会に議長出席（黒石市）

教育民生常任委員会所管事務調査

平川市消防団出初式に議長ほか出席

議会運営委員会

建設経済常任委員会所管事務調査

平成２３年度ねぷた運行実行委員会定時総会懇親会

に議長出席

平成２３年度国道７号整備促進期成同盟会監査会に

議長出席

身体障害者福祉会総会に議長出席

第６回平川市交通安全母の会総会に議長出席

平川カントリーエレベーター竣工式並びに祝賀会に

議長出席

平川市納税貯蓄組合連合会総会に議長出席

第６４回東北市議会議長会理事会及び総会に議長、

事務局長出席（山形市）

平成２３年度平川市観光協会総会に副議長出席

自衛隊第３９連隊長を囲む夕べに議長出席（弘前市）

平川市文化協会第７会総会に議長出席

平成２３年度平川市老人クラブ連合会総会に議長出

席

青森県市議会議長会事務局長会議に事務局長出席

（青森市）

平成２４年度青少年育成平川市民会議総会に議長ほ

か出席

第３１回おのえ花と植木まつり開会式に副議長ほか

出席

平川市読書推進運動協議会第７回総会に議長出席

平成２４年度青森県南黒地区消防協会観閲式に議長

ほか出席（大鰐町）

平川市遺族会総会に議長出席

猿賀神社崇敬会大祭並びに崇敬会総会に議長出席

第７回平川市子どもフェスティバル開会式に議長出

席

第６回平川市子ども会育成協議会定時総会に議長出

席

碇ヶ関診療所開所式に議長ほか出席

平川市交通安全協会定時総会に議長出席

櫻田誠一氏しのぶ会に議長ほか出席

平成２４年度平川市連合ＰＴＡ定期総会に議長出席

平成２４年度南黒食品衛生協会定時総会並びに懇親

会に議長出席

議会広報特別委員会

平成２４年度黒石地区交通安全協会通常総会に議長

出席（黒石市）

青森県市議会議長会第１回定期総会に議長、事務局

長出席（十和田市）

県選出国会議員との懇談会、並びに第８８回全国市

議会議長会総会に議長、事務局長出席（東京都）

平成２４年度平川市商工会通常総会懇親会に議長出

席

「白岩まつり２０１２」開会式に議長ほか出席

平成２３年度第４回ＮＰＯ法人平川市体育協会通常

総会に副議長出席

株式会社ホテルアップルランド南田温泉創業四十周

年記念祝賀パーティーに議長ほか出席

平成２４年度公益社団法人平川市シルバー人材セン

ター定時総会に議長出席

有限会社おのえ企画第２３期定時総会懇親会に副議

長出席

平成２４年度平川市明るい選挙推進協議会総会に議

長出席

議会広報特別委員会

森内健一氏第１７回澁川傳次郎賞受賞祝賀会に副議

長出席

平成２４年度平川市建設協会通常総会に議長出席

国道７号整備促進期成同盟会通常総会に議長出席

（弘前市）

◆◆◆　編 集 室 から　◆◆◆

平成２４年

議会の動き

　金の卵と言われ、やろうと思えばどんな仕事もあった。春・

秋の農繁期に１カ月ずつ仕事を休んでも「また来いよ」と

言われるほど景気がよかった。先輩ぶって後輩を引き連れ

て給料を全部使っても何ともなかった。明日から貧乏にな

るだけだから１日だって王様気分だぞ。

　そんな世の中、いいとも言えないかもしれないけれど、

社会保障と税の一体改革もできない赤字大国。昔の人々は

天国からどのように見ているだろう。　　　　（齋藤　剛）


